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サンゴ海に於ける鮪延縄漁場の海混と漁泊

佐藤照夫・三島清吉・島崎健二・山本昭一

(北海道大学水産学部練習船北星丸〕

on七he0偲anographicalCondition and the Distribution of 
Tuna' Fish in the Coral Sea in Deωmber 1962 

Teruo SATO， Seikichi MISHlMA， Kenji SHIMAZAKI and Shoichi YAMAMOTO 

Abstract 

During the training crui鴎 ofthe “Hokuωi Maru" of Hokkaido Univ唖rsity
in the Coral 8唖ain December 1962， tuna long line fishing wωcarried out at 
twelve stations 句'getherwith a hydrographic何回tin the area apploximately 9。ー2008，
1500-1600E (Fig. 1)， with the r倒ultingfinding of a relationship between the catch 
of tunωand the current systems. In the investigated， isotherms in vぽtiω1section 
indicated that there was a ω，nvergence of water at around 1508 and in this ωE 
vergenωthe surface water was flowingfrom W8W to ENE (同総don dynamic 
calculation). In the south of the convergence there were two cl∞:kwise eddi倒，
one in the 側 ternregion and anothぽ inthe westぽnr，句ion. The western eddy 
W剖 sup似腕dto be a branch of the East Australian Current. Between th倒e
two eddies there was an ar伺 ofmixing water制自hownin T-8 diagr阻 lS(Fig. 6). 
The catch of yellow fin tuna was larger in the町eanorth of the ∞nvergence， 
mωtly in the w倒tぽnpart， than the紅色aof the ∞nvergence. The catch of albacore 
wωco四iderablylarger， although it has bE掲nreported that thωe宣shmigrate to 
the south during this院制on. This fish shoal was met this time probably since it 
hωbeen a so-ealled northern population which remains and la旬，rspawns in this 
area. 
Black marlin (Mazara) w鎚 alsoh∞ked， indicating that the shoal was on the 
route of migration from east ωw舗 t. White marlin was h∞ked only in the East 
Australian Current， though le関 innumber. 

緒言

1952年に南太平洋がマグロ延縄漁場として注目されてから，珊瑚海の南緯100 より 30。に亘る海域

に於けるピンナガ漁場は急速に開発されていった。しかし現在は漁場としての価値が薄れ，余り操業さ

れない海域となり， 1I住，或る時季に珊瑚礁に非常に接近して，シロカワ漁場が成立しているのみと云っ

ても良いほどになっている。中山口は1008附近の不連続な海洋構造が，ビンナガ分布の北縁と関連を

持つ事を指摘している。また，本間，上村Z)$)等はビンナガ漁場としてのこの海域について述ぺている。

1962年 11月10白から 11月 25日に豆り，北海道大学水産学部練習船北星丸の練習航海におい

て，この海域で海洋調査および漁業試験を行なった。この資料にもとずき，海況の特性とマク・ロ類の
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分布について考察を行なった。尚，整理に当り，北大水産学部遠洋漁業学教室の上野元一助教授に種

々御指示を頂いたことを深く感謝する。

資料および方法

1962年 11月 10日から 11月 25日までの期間に，珊瑚海の 9-2008，150-1600Eの海域にお

いて，海洋観測 22点および漁業試験 12回を行なった (Fig.1)。海洋観測は表面より 1000mまで

の 15屑について温度，塩分を測定した。漁業試験では各操業地点毎に，魚種別，体長，体重，生殖

巣重量，胃の内容物等の調査も併せて行なった。尚，使用延縄は4本付200鉢である。毎回ケミカル

チュープによって測定した釣鈎深度は 88-150mであった。
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Fig. 1. Loωtion of the hydrographic stations and the fishing positions 

1. 海況について

1) 水温

・Hydrographicstation and fishing po自ition
(!): Hydrographic station 

結果及び希窺

珊瑚海における一般的傾向として考えられる事は， 0， 50， 75， 1ω，200mの各層の水温水平分布に

ついてみると，何れも北側で高く，南下するに従い，低下している。特に O岬 75m層迄の浅い部分

で北から暖水の張り出しがあり，中層以深においては南からの冷水の北上が顕著である (Fig.2)。
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Fig. 2. Horizontal distribution of temp官ratureCOC) 

(A) at the surface， (B) at the 50 m level， (C) at the 75 m level， (D) at the 
100m level 
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Fig. 2. Horizontal distribution of temper鉱山由 (OC)

(E) at the 150 m level， (F) at the 2ωm level 

これは，垂直断面図においても同様に， 0-2∞m層位迄の浅層では北側で高く南側で低い温度の
分布が見られる。しかし 200m以深から 600mでは 160_1708附近から南側にかけて逆の現象が

観察される。亦 200m

層迄の浅層では， St. 5 

と 6，13と 11，12と
10， 18と22の各点の聞

に，即ちサンゴ海の 150S

附近を ENEから WSW

の方向へ斜に横切る帯状

の水温不連続帯が観察さ

れる (Fig.3・A-E)。こ

の海域でわずか 8t.1の

9-1008附近の 150-

300m層にのみ顕著な水

温の収欽がみられる。
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-92ー

.5・-
Fig.3・A



1964] 佐藤外: サンゴ海に於ける鮪延縄漁場の海況と漁況

14 18 11 

Fig.3・B

E -i 
---'，.-一一一¥べ
三 11二、
一¥

一一一一-¥
" 

T・ 20$t， 

-・，

..， 

..， 

a 

9 St 

c 

". 

..。

" 
Fig. 3-C 

。
掴

------20 

一ー一ー一一-，・
"， 

'・
Fig.3・D Fig.3・E

Fig. 3. VerticaI distribution of旬mperature(OC) 

" 

(A) Sec. 1 (1，2，3，5，6，7 and 8) 
(C) Sec. 3 (15， 12 and 10) 

(B) Sec. 2 (14， 13， 11踊 d9) 
(D) Sec. 4 (17，19 and却〕

(E) Sec. 5 (16， 18， 22 and 21) 
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2) 塩分

表層ではこの海域の NE側に 34.7ル以下の低械な水塊があり， sw侭lに 35.4ル以上の高械な水塊

が存在する。 しかし， 75m層では，これが消滅し， 100m屑になると大体ー様に 35.5-35.6r""の
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Fig. 4. Horizontal distribution of salinity 0ω 
(A) at the surface， (B) at the 50 m level， (C) at the 75 m level， (D) at the 
100 m level， (E) at the 150 m level， (F) at the 200 m level 

高献な水塊になるが， NE側ではむしろ逆に高械になり， 200m層になると北側を除き一様に 35.6

-35.7ルと高くなっている (Fig.4)。

一方，鉛直分布 (Fig.

300 

5)についてみると， 仰，1A 

35.7%。以上の高械な海水

は 150-200mの深さを 100 

ソロモン列島の方向から

WSWへ張り出し， St. 

2， 3， 4から St.14の

13030'S， 1570E まで伸
びている。亦，同様な高

械な海水は深さ 200m

屑ではSt.20から St.22 

の聞にも存在している。

温度の鉛直分布で見ら

れる様な帯状の等水温線

の不連続帯は塩分の場合 国O

4ζ 

においても同様0-75m¥¥

層に現われている。この 」一一

不連線帯の中で， St. 10 

抗生

8 S' 

Fig. 5-A 
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は附近地点に比べて異なり 50m層で 35.48ルと高く， 1ω 層で 34.89ルと低く 150m層附近から

附近海域と同じ様な塩分分布を示している。水平分布から指摘した様に，この海域の 8W倶IJの表層

附近で相当高械な海水が存在しているが，これは 8t.21から 8t.22，20に行くに従って附近海水と

混合しており，特に 8t.21 (北側)よりも 8t.20 (東側)でこの傾向が強い様である。

この事は Fig.6， Aの T-S曲線からも知られ， 8t.21から St.22， 20へと上層の低温高械な水

塊が漸次混合して行く状況がみられる。又， Fig. 6， Bから St.7， 8， 9， 10， 11は，同一水塊からな

っていると考えられる。この水塊の中で 8t.10は先にも指摘したが，上層では塩分垂直分布および

T-8曲線から推察される様に相当不安定であり，混合が顕著に行なわれているものと思われる。

t句"
f句"

" " 

20 

.. 

10 

，.。 ....・..， ". 3U (%.， 

Fig. 6. (A) Temperature-sa1inity diagrams of station 20， 21 and 22 
(B) Temp館前ure-儲linitydiagrams of station 7， 8， 9， 10 and 11 

0: 25m，マ 50m，・ 75m，0: 100m， ....: 150m，口:2伺 m

水温および塩分の鉛直分布から推定されたこの海域の，中央附近を斜めに横切る帯状の不連続層を

はさんで，北側の 8t.22， 19， 13， 5と，南側の 8t.21， 20， 10， 6の σtの鉛直断面図(町g.7)に

ついて見ると， 8t.21から 8t.2Oに急激な勾配があり，亦， 8t.11では凸形をなし著しい変化を

見せている。

今，力学的高低に依り海水の流れについて考察する(Fig.8)。先きに述べた 1508附近の不連続

帯附近では，大体において WSWから ENEの方向へむかう二つの流れが考えられる。この流れの

一つはこの海域の 8Eの側から入り，他の一つは源を南赤道流に持つオーストラリヤ海流と考えられ

る流れが西方より流入している。ー方，この海域の南側で東からの流れが存在するが， これは St.

11附近を中心にして時計廻りに流動する。西方から入った流れの内，南側のオーストラリヤ海流の

一分枝と考えられる流れは右折南流する。また北側の流れはそのまま東流する。これ等の流れの遭遇

する地点附近に St.10があり，複雑な様相を示している。

西南太平洋の 11月から 2月にかけ 10喝を中心に収欽性の強い不連続線が東西に形成される1)と

言われているが，この海域にも存在するかどうかは疑問である。即ち大富士丸およびCarnegie号に

依って得られた鉛直の温度，塩分， σtの各断面図に見られる様な顕著な不連続線は 1008附近には

- 97ー
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見あたらない。これは観測海域が Carnegie号

および大富士丸より西に片寄っているので，海

域的にも相当の差異の生ずるのは当然と思われ

る。むしろ，先に 8t.1の水温の収放について

ふれたが，これがCarnegie号および大富士丸

の指摘した不連続収数線とも考えられるが，こ

の附近については観測点が不足しているので詳

細な検討はなし得ない。かえって， 14-18
0
8 

の帯状の不連続線は海洋学的にも，また生物学

的にも興味ある問題といえよう。

2. 漁況

全般にこの海域の，この時季における釣獲率

は低調であるため明かな傾向を把握し得ない

が，魚種別に検討を加えてみた。

1) キノ、ダ

西南太平洋に於いて，季節による釣獲率の変

化は西方では小さく，東方に行く程大きくなっ

ており，この海区附近は南下すると思われる魚

群が 10月頃から現われ，高い釣獲率を示すの

は12-3月になり，魚群の南下へのかたよりに

ついては西方程南方に偏在し，この海域は特に

東オーストラリア海流の影響に依り，より南に

偏在すると云われる九

本船の 12回の操業に依るキハダの釣獲率

は，シャチの被害が8固におよび平均釣獲率は

0.69%と非常に低かった。この海域を 1508の

線と 1550Eの線で4つに区別し，かつ 1961，

1962年の専業漁船の 11月平均釣獲率8)を比較

すると Table1の様になる。大勢として釣獲率

は小さいが，専業船の 1961年のB区域と 1962

年のC区域を除き同様な傾向を示している。
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Table 1. Compar包onwith m伺 nh伺kedrate of yellow fin tuna加tween
commercial fishing boats and “Hoku鴎，iMaru" 

1 Mean h∞ of 
M棚 h∞凶 rateof commercial fishi暗加拘| “H伽制 Mam，F

Y即 1961 1962 雌

¥¥Long.1 
¥¥11500 -1550 Ell550 _1600 Ell500 -1550 Ell550 -1600 E 11500 _1550 Ell550 -1600 E 
Lat.¥¥¥ 

100_1508 I 1.8(A) I 2.4(B) I 3.6(A) I 1.3(B) I 1.5(A) I 1.2(B) 

150_2008 I 1.1(C) 0.9(D) 3.9(C) O.4(D) 0.5(C) O.4(D) 
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この事から 11月のこの海区では南下の傾向が現われ始め北半分の方が釣獲率は大で，更に東オース

トラ 1)ア海流の影響の強い西半分に釣獲率が大であることがわかる。雌雄比は大体同じであり，体長

組成をみると (Fig.9) 121-130cmが最も多い。平均体長は 126.5emで，この海域における一般

的な体長組成と同様である。

2) ビンナガ

上村ペ中込ペ本間町こよると，この海域におけるピンナガは，それ程大きな移働をするものでは

なく， 4-9月頃 2008以北に洞古書し 10-3月頃南下することが知られている。また，中山1)は 11-

12月にかけて顕著に東西方向に形成される不連続線が魚群の南下に関係することを指摘している。

キハダの場合と同様，専業漁船の 11月の平均釣獲率を4区画にして比較して見ると Table2に示す

ようになる。年により釣獲率に差があるとしても，一見して釣獲率は良くない。しかし魚群の南下期
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100_1508 1 0.5 1.2 0.02 0.02 2.0 1.5 

150，....却。8I 0.8 1.8 1.5 1.2 O.7 1.2 

であることから，釣獲率の悪いのは当然と考えられる。 1961，1962年の専業漁船の平均釣獲率はこれ

を証明しているように恩われるが，本資料における釣獲率は割合北側に多く，専業漁船のものよりも

一般に大きい。体長組成(Fig.10)を見ると殆んど 90em以上の大型ビンナガであり，産卵群に属

する副町。卵巣成熟度について，その度合を外見から推定することは非常に困難であるが，上柳わが行

った様に卵巣の成熟度が 8tageDに達した(卵巣重量却Og以上〉ものをその時期に産卵するもの

とすれば， Fig. 11に見られる様に半数がこれに相当し，体長の小さい魚体でも卵巣重量は大きく，

100g以下を示すものは非常に少い事から産卵群である事が一層明確であると言えよう。また，上柳7)

の卵巣重量が 150gをこえるものを成熟に達したと推定すれば，約半数がこれに相当する事になる。

これより，この海域がビンナガの産卵場であろうと思われる。特にこの海域では小さな島や珊瑚礁が

多く存在することも大きな環境の要因になるのではないかとも恩われる。

平均体長は伺.3emであり本間，上村引によるものと略々一致するが，雌雄別にみると雌の平均体

長は9O.9em，雄の平均体長は 96.4emと約 5.5em雄の方が大きく，雌雄比は 3:5の劃合であっ

た。

3) クロカジギ

クロカジキは季節により南北に移動し，北上する時は西よりに，南下する際には東寄りに移動する

傾向がある田町といわれているが， 11月には南下若しくは滞留の頃になり，この海域ではある程度東

方より西方へ移動しているという事も考えられる。即ち，釣獲率は平均 0.26と低いが，一様に釣獲

され東南部で割合釣獲率が高い。これはこの海域が先に述べたクロカジキの一連の移動経路に当ると

も思われる。

4) シロカジキ

釣獲結果から推定すると，西部からこの海域に入り込んでいる東オーストラリア海流々域が漁場に

なると思、われる。南西太平洋のシロカジキの消長はキハダと入れかわりに 10，11月に最盛期に入り，

12月以降になると大陸沿いに南方へ分散的に移動する酌ことが知られているが，この最盛期にあたる

季節でありながら，その釣獲率は意外に低い。唯，釣獲結果から推定すると西部からこの海域に入り

こんでいる東オーストラリア海流域にのみ漁獲がみられた。

5) マカジキ

南半球においては季節的に 10，11月頃最も北上し最高の釣獲率を示し，その最北縁は 1608附近

であろうと推定されている10)が，釣獲された海域は 1808以南であり，以北では皆無であった。

この海域では最盛期であると思われる 11月でも， 1808附近より以北に移動はしないのではないか

と推定される。
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密 約

1. 珊瑚海では海況の特徴として， 1508附近を 150m深層以浅において ENEから W8W方向に

走る塩分および温度の不連続帯認がめられる。

2. 不連続帯の南側においては， 1550E附近で南方に向を変える東流があり， 170-1808附近を西流

する水塊は 1550E附近で N-ENEに向を変える。

3. この二つの水塊の接触海区では 50m層で塩分高く， 100m層で低くなり 150m以深になると

附近海区と同様な値を示し，雨水塊の混合があるものと推定される。

4. 908附近海域では 150mから 300m層に顕著な温度の収数が見られる。これは中山口の収数帯

の存在と関係があるものと恩われる。

5. キハダは不連続帯の北側西部の東オーストラリア海流々域と考えられる海域で多く漁獲された。

6. 11月はビンナガ魚群の南下期に当るが，鈎獲された魚群は南下を行わず北部で産卵する魚群で

あろう。

7. この海域で獲られるクロカジキは一連の移動経路の中で東から西への洞漁期に当っていると推定

される。

8. シロカジギは東オーストラリア海流域でのみ漁獲された。
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